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he Invention of Religion in Japan (U
niversity of C
hicago Press, 2012 ) があ
る︒本書は、これらの業績に続き、明治期日本におけ 近代国家建設のプロセスを「宗教」と 関連のうちに明らか するものである︒
　
周知の通り、 「宗教」という翻訳概念は、明治初期においては未



































ar of religion ）
と命名することで明確化したことであ






を形成すべく、神道の教義と祭儀を確定・教化する大教宣布の試みが失敗に終わる 一八六八年から七二年までの過程を跡づける︒キリスト教の脅威に対抗して、祭政一致の方針のもと、神仏分離を図り宣教使 新設 ることにより、神道の振興を図ったが、宣教使だった国学者同士の教義上の対立により、大教宣布運動は足元から掘り崩されることとなった︒結果として、 「国体」とは、多様な「教え」の「上」に位置するものとされることで日本列島に住むすべての人々 服従を引き出 存在として再構想され そ目的を果たすために教義と祭儀を切断 必要性が認識されることとなったことが論じ れる︒　
第二章では、第一章の内容と時間的に平行する、対欧米外交上







教」とは 文明の進歩を約束するものとして捉えられており、その意味で、非文明的で退 的な「迷信」との対比において理解された︒さらに 文明の増進のための手段として「宗教」が位置づけら 結果、 「宗教」は国家が介入しない
（潜在的には中立的な）




のような宗教観が、津田真道や西周といった明六社の思想家たちによっていかに論議されたかを検討する が第三章 あ ︒　
同章では、さらに、仏教をめぐる状況にも詳しい検討を加えて










領域を、公的で安定した国家的権威の領域から追放した過程に光をあてる︒この一八八二年に始まった政教分離のプロセスは、一八八九年の大日本帝国憲法制定による信仰 自由の確立によりまた新たな一歩を踏み出 た︒そ て、最終章では、一九〇〇年に社寺局が神社局と宗教局とに分離することで、 「最大 難問」対する制度上の対応が一応の帰結を見たことが論じられている︒こうして明治初期 祭政 致・ 教宣布運動とは大きくかけ離れた地点に明治国家は到達したのである︒　
綿密な研究調査に基づいた重厚な歴史叙述に続く本書の結論は、
明治期日本における「宗教」と近代国家形成の問題から、さらに一般的な考察にまで踏み出 いる︒すなわち、明治国家 例に見られるように、国家はその世俗化の試みを通じて 国家権威聖性を守るとい 意味では、 「 」概念は「聖なる」要素と決して無縁な存在ではないことを著者は指摘 そこに本書が、極め 専門 の高い近代日本史の研究でありながら、世界史的コンテクストにおいて世俗権力とはな か の意味す
222
ものとは何か、といった専門分野を超えた問題意識を踏まえていることを垣間見るこ ができる︒近代日本史の専門的研究書としてのみならず、比較史や比較思想的研究の関連でも参照されるに値するだけの「奥行き」を持った一冊であるといえよう︒
